
2025年度 日本比較文化学会東北支部総会・東北支部研究大会  

プログラム 
 

 

● 日時：2026 年 3 月 14 日（土） 13:00 ~

● 場所：① 戦災復興記念館 4 階 研修室・ （〒980-0804 宮城県仙台市青葉区大町 2 丁目 12−1）

 <タクシーでお越しの方> 

仙台駅西口から約５分。

<地下鉄でお越しの方> 

仙台駅から東西線八木山動物公園行き、大町西公園駅で下車。東１番出口から徒歩６分。

<バスでお越しの方> 

仙台市営バス、仙台駅西口バスプール乗り場から、東北公済病院・戦災復興記念館前で下車

し、徒歩 5 分。10 番のりば 茂庭台、折立/西花苑行（西道路経由）・15-1 番のりば 全路線・15-

2 番のりば 全路線

 

 

 

（１）東北支部支部総会（13:00 ~ 13:20）   

 1. 開会のあいさつ 日本比較文化学会東北支部 支部長 髙橋栄作（高崎経済大学教授） 

 2. 報告  

 2.1 事業報告  

 2.2 支部会計報告（資料１） 

 3. 議事  

3.1  来年度事業計画案について （資料２：議案書）  

・ 2026 年度東北・北海道支部合同研究大会開催について （第 1号議案）  

・ 2026 年度東北支部総会及び東北・関東支部合同研究大会開催について （第２号議案） 

・東北支部名誉会員について（第３号議案） 

・2026年度 - 2027年度役員人事案について（第４号議案） 

4. ご挨拶 

 ・退任： 佐藤静氏 

 ・新任： 木鎌耕一郎氏 

5. その他 

 

 

 

 

 



(2) 研究発表 (13:30~ )          

時程 会場 （４階 研修室） 

13:30 ~ 14:00 

司会：河内健志 (前橋工科大学) 

1. 韓国ドラマから韓流へ --『冬のソナタ』受容におけるネットワーク形成の動態— 

石 俊彦（東北大学大学院博士後期課程） 

14:00 ~ 14:30 

司会：河内健志 (前橋工科大学) 

2. A Philosophical Inquiry into the Affirmative Possibilities of Heideggerian / Merleau-Pontian 

AI 

横地徳広（弘前大学） 

14:30 ~ 15:00 

司会：髙橋栄作 (高崎経済大学) 

3. 中国語形容詞における名詞修飾構造と助詞“的”の認知的メカニズム——グラウンデ

ィングの視点から—— 

趙 吾吉・ 陸 小曼（東北大学大学院） 

休憩（15:00 ~ 15:10） 

15:10 ~ 15:40 

司会：髙橋栄作 (高崎経済大学) 

4. 民国期中国における日本文芸論の創造的受容――夏丏尊と厨川白村の比較 

范 文瓊（東北大学国際文化研究科） 

15:40 ~ 16:10 

佐藤和博 (弘前学院大学) 

5.  奥羽キリシタン盛衰の時期的・地政学的背景 

木鎌耕一郎（神戸松蔭大学） 

16: 10 ~ 16:40 

佐藤和博 (弘前学院大学) 

6. 「過去との戦争」と「苦情の考古学」―Ｆ・フレディの現代文化批評をめぐって― 

伊藤 豊（山形大学） 

休憩（16:40 ~ 16:50） 

16:50 ~ 17:20 

司会：石井智子 (鶴岡高等専門学校) 

7. 篠崎小竹の詩作における『唐詩遺』受容の一考察 ―「詩語・詩句の借用」について
―  

張 錦 （広島大学大学院人間社会科学研究科） 

17:20 ~ 17:50 

司会：石井智子 (鶴岡高等専門学校) 

8. 呉寛叢書堂鈔本『嵆康集』巻一における本文錯乱とその価値の再考 

邢 彤彤（広島大学大学院人間社会科学研究科） 

17:50 ~ 18:20 

司会：伊藤豊 (山形大学) 

9. 日本における『西遊記』の受容について ――伊藤貴麿の受容活動と『新訳西遊記』

の上位底本問題を中心に―― 

鄧 朝陽（東北大学国際文化研究科アジアアフリカ研究講座） 

 



(3) 閉会のあいさつ (18:20 ~)    

 

 

<懇親会> 

時間：19:00 より  

会場：全席個室 楽蔵‐RAKUZO‐ 仙台青葉通り店  

電話番号： 022-212-5477  

所在地： 宮城県仙台市青葉区中央３－１－２０ HTT 仙台駅前ビル 受付２階  

※1 階 BIGECHO 

 

 

 
 

 


